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新正を

祝う 元 日 の 献 立

I-lJliこそ新正を机 ､生しょう.そして患料鼎 こあまり

費用をかけずに､楽しvIJ,);師･<絃出すための1.,)<をした

V'ものです｡ こんなMIr.は如何でしょう｡
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お と そ

とそ散は薬店からIA:って水て､みりんと ･靴 こ銚 lLlこ

入れて点きます｡三滝ねの,刑 こ泳いでT頂きますo

お 雑 兼

Jt:冒/i(分を川すために;ll･J卜.ましいで,J)で )一太いLv,

まい･Lに'Jjl･ィ.冊 して､M･-畔へ→ノ＼冊 L:′LIf_-入れ,･Ft,L-いたのし

餅を入れて頂きます.

お 口 取

I川 領一分を胴 7tめ･こおし川(.よ人U)tLもJjで きんと

んJ｢肉rilT･｣ L'57'Fri,,封£こ｣ ｢二色Iil･｣｢人舶D

有花7-ttlF等を葉しく依りrlわLyたいものですQ
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⑨

⑥
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矧よお部をいろいろに依ってhLl:Lv一･帖をもち空し.

う TILI物は年内に用意しておきましょうO

(3)

磯辺鮒 ま朗を焼いて常油をつけてもう一度蔚き､出のり

で包みます.あべ川は炊vlた餅を潟にくぐして軟かくし

きな乙に砂糖と放i少々を入れたものをつけて項きます｡

晩 の 献 】ユ

Iii朕で鍋をかこんでゆっくり菜しくil"lしましょう｡

① お で ん 鍋

@ 患 舶 り

⑨ 野 菜 サ ラ ダ

お で~ ん 鍋

厚場､里芋､コンニャク､豚肉､大鮎を大き日に切っ

てたっぷ りのiFで点込みますO恭汁はだし7カップに芹

･Jlhlカップの訓で交ぜ材料がかくれる蚊JR意しますo絹

地の､出井'r_煉淋む加えますとずっと美味しくなります ｡

熱V,Jrrをとき辛JJ'-をつけて頂きます｡子供には署か竹串

にさして少し冷まして lJヂまLJLう.

お 握 り

白御飯,患赤飯を_I.角,俵]_Fi､柘の内雌､夫 好̂みD

形にいkLます｡少し鮒日の海苔､胡惟塩､ふりかけな

どで射 ヒをつけます｡

サ ラ ダ

煮込み料矧 こ新鮮な野菜サラダをつけますと献立か ヂ

つと引-:r.って参l)ますO大枚､胡瓜､^参､白菜,キャ

ベツ等比廻りの野菜をたっぷり睦V,ましょうoソースは

姉婿油､フレンチソース､マヨネーズソース夫,4家族に

過したものを用いましょう｡ (寮長 君代 ･新居 博子)


